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自己紹介

● 新垣 雄志(あらかき ゆうじ)

● Twitter: @arakaji

● 職歴
○ 琉球インタラクティブ株式会社
○ 株式会社Payke

○ CBcloud株式会社 ← NOW

● CBcloud株式会社の職務内容
○ バックエンドのリードエンジニア
○ Ruby on Rails

○ AWS

● 好きなプログラミング言語
○ Clojure



今日話したいこと

● ある仕様を実現したいときに、UIや振る舞いから実装を考えるのではなく、その仕様

を適切に表現するデータ構造から考えて実装すると汎用的で保守しやすい機能と

して実装しやすくなるよ！

● これを示す言葉として「データ指向プログラミング(仮)」と僕が勝手に呼んでいます。
○ 別のことを示す言葉としてすでに存在するかもしれませんが、一旦この場はご容赦ください



例: PickGo理解度チェック 
● 当社のサービスに登録していただいたドライバーに、初め

ての運行前にサービスのルールについて理解しているか

どうかをチェックするテストをうけてもらう機能

● 配送品質向上のための施策として実装された

● 要件
○ 問題が表示される

○ 答えの選択肢が表示される

○ 回答をすべて選択したあと、次の画面でどれが正解でどれが不正解

か表示される

○ 各問題の正解が一つのことも、２つ以上あることもある



例: PickGo理解度チェック 
● 拡張性、保守性を考えず素直に実装すると

○ 表示される問題ページの UIをコーディング

○ 各問題毎に正解・不正解をチェックするコードを書く

■ それを各問題毎に実装

● 何が問題になるか？
○ 問題が増えるごとに実装を増やさないといけない

○ 答えが変わると実装を変更しないといけない

○ つらい・・・



例: PickGo理解度チェック

● データ指向プログラミング的に実装する場合
○ まず理解度チェックという概念を表現するデータ構造を考

える

■ 問題

● 問題文がある

● 選択肢がある

○ idとラベル（表示される文章）がある

● 選択肢のうちどれが正解かがある

○ その答えは複数ある

■ 問題が複数ある



例: PickGo理解度チェック

● データ構造を元にして実装をすすめる
○ データ元にして画面（HTML)を表示するプログラムを作る

○ ユーザーが選択したものが正解かどうかをデータを元にし

てチェックするプログラムを書く

● これによって以下のメリットが得られる
○ 問題、答えが変わってもデータだけ変更すればよく実装の

変更はいらない

○ 問題が増えてもデータを増やすだけでよく、実装の変更は

いらない

● 楽ちん。。。



え、、、当たり前じゃね。。。



意外と当たり前にやられていない

● DBのデータを表示する系の場合は当たり前に行われている
○ 商品一覧の表示

○ 商品詳細画面の表示

○ etc

● しかし、DBで値を管理しない機能の場合にも、同じ思考で考えられるかというとそう

でない方も多い。

● DBに値があるなしとわず、システムの振る舞いや表示されるUIとそれらを表現する

データ構造を分けて考えるのは意識しないと意外とできてない。



応用編：データからプログラムを生成する



例: 都道府県を扱うクラス

● 値オブジェクトとして日本の都道府県を扱うクラスを作りたい
○ 沖縄県や東京都など都道府県として有効な文字列のみ正常にインスタンス化出来るオブジェクト

○ クラスメソッドとして指定した都道府県をインスタンス化したオブジェクトを返すメソッドがほしい



例: 都道府県を扱うクラス

● 素直に実装すると
○ okinawaメソッドを定義して沖縄県というデータのインスタンスを返す

■ これを愚直に繰り返す

■ 都道府県は変更が少ないデータなのでありではあるが、、、

■ 面倒くさくない？



例: 都道府県を扱うクラス

● 都道府県を表現するデータ構造を考え

る
○ プログラム上で扱う都道府県の名前 (key)と

人間が見る都道府県の名前（ラベル）の一

覧があればよさそう。

○ そのデータをもとに各メソッドの実装を生成

すればよい



例: 都道府県を扱うクラス

● 都道府県を表現するデータ構造を考え

る
○ プログラム上で扱う都道府県の名前 (key)と

人間が見る都道府県の名前（ラベル）の一

覧があればよさそう。

○ そのデータをもとに各メソッドの実装を生成

すればよい

○ そのデータに含まれていない値で初期化し

ようとしても例外吐く

● 都道府県が増えても減ってもデータを

変更すれば大丈夫！！！



まとめ

● ある仕様を実現したいときに、UIや振る舞いから実装を考えるのではなく、その仕様

を適切に表現するデータ構造から考えて実装すると拡張しやすく、保守しやすい機

能として実装しやすくなるよ！

● 考えるときのコツ
○ 仕様を表現するデータ構造はどんなものか？

○ 拡張するときにデータ変更のみで実現できるようにするにはどうすればいいか？



CM



ソフトウェアエンジニア採用してます！！！

● 荷主とドライバーをマッチングするサー

ビスを提供(物流 x Tech)

● 創業者が沖縄出身

● 東京・大阪・沖縄に拠点がある

● 沖縄拠点のエンジニアを来年10人くらい

にしたい(今二人）ので興味がある方は

ぜひ！

● Rails, Go, Flutter, Nuxt.js, AWS


